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工学・社会の基礎実験の環境拡充プロジェクト

1 . はじめに

社会環境工学分野の代表的あるいは基礎的なテ ーマ

について、 工学的側面と社会的側面の両方において、

早期に実験を経験することは重要である。 工学的側面

では、 実験結果としづ事実を客観的に考察し， レポー

トとしてまとめる作業を通じて論理的な結論を得るプ

ロセスを学習するとともに ， レポートという書き物に

よるコ ミュニケーション手法について実践を通じて学

ぶことができる。 また、 社会的側面では、 社会環境や

地域課題に係わる調査やシミュレーションなどのソフ

トを主体とした実験を通し， コ ミュニケーション技術

や問題発見能力を養い， 課題に対する興味の具現化や

学習の動機付けがなされる。 毎年、 学生の実験への取

り組み状況や授業アンケー トの結果等を参考にして、

より学生への教育効果が高まるよう実験環境の改善を

市陸子売して行ニってきた。

これらの実験を社会環境工学科学部1年生の約80

名全員が主体的に行うには、 十分な数の実験器具を用

意し、 人数分の資材や資料などの消耗品を毎年準備す

る必要がある。 大学運営経費のみでこれらの費用を負

担するのは難しい。 本プロジェクトでは、 社会・工学

の基礎実験において、 学部1年生全員が主体的に実験

に参加できるように、 実験器具、 資材、 資料を充実さ

せることが目的である。

学生一人一人が実験を主体的に行える環境を整える

ことにより、 教員の実演を見ているだけや複数人のグ

ノレープにおいて傍観者として実験に関与することがな

くなる。 そのため、 実験を通じた知識・技術の習得の

効果は大きく向上されることが期待される。 また、 学

科80名弱の一年生が各々の観点から主体的に実験を

行い、 意見を交換することで、 他者と自分の視点、 考

え方、 解釈の違いに気づく。 このことにより、 自分の

既存の思考フレー ムを突破する機会を提供し、 新しい

着想・発想・構想、を得る能力を養うことが期待される。

2. 工学の基礎実験の概要

工学の基礎実験では、 「砂と水とセメント」、 「電磁探

査とGPS測量」、 「津波の特徴とその伝わり方」、 「材

料の変形特性と応力Jをテ ーマとした実験を行ってい

る（図1）。 工学の基礎実験の教育目標は下記の3つ

にまとめられる。

①社会環境工学の基礎的なテーマについて， 実験を
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通して自ら理解する。

②実験結果を考察し， レポートとしてまとめる作業

を通じて論理的な結論を得るプロセスを学習す

る。

③レポートという書き物によるコミュニケーション

手法について実践を通じて学ぶ。

図1 工学の基礎実験で用いる実験器具の例

3. 社会の基礎実験の概要

社会の基礎実験では、 「空間認知手法」、 「共同作業の

ための コ ミュニケーション手法」、 「交通流の分析手法j

をテ ーマとした実験を行っている。社会の基礎実験は、

社会教育の導入として位置づけられるものづくり教育

として位置づけられ、 コ ミュニケー ション技術や問題

発見能力を養い， 課題に対する興味や具現化や学習の

動機を与えることを目指している。 社会の基礎実験の

教育目標は下記の3つにまとめられる。

①問題発見・整理能力， 経済性や空間スケーノレ感を

習得する。

②課題の内容について自ら認識し能動的に学習する。

③学習成果を分かり易く発表し ， レポートにまとめ

る。

社会の基礎実験では、 受講者を 5名から 6 名のグノレ
ープに班分けし、 最終課題として現実問題に対する政

策を提案させる。 平成25年度の課題は 「熊本大学黒

髪キャンパスの駐輪問題Jをテ ーマとして、 駐輪場の

混雑や駐輪のマナー違反などを解消するためのプロジ

ェクトを提案させた。 最後には、 各班の提案するプロ

ジェクトを全員の前でプレゼンテー ションする機会を






